
The Japanese Association for Environmental Sociology

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Assooiation 　for 　Environmental 　Sooiology

　　　企業の 環境経営における 1　SOI　4001
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一

　竹 原 裕 了

（法政大学大学院）

　近年，多 くの 企業に よ り導入 が進 め ら れ て い る ISO14001 環境 マ ネ ジ メ ン トシ ス テ ム に 関 し て ，

そ れが 企 業 の 環境経営に 対 して ど の よ うな機能を 果 た し て い るか ，その メ カ ニ ズ ム を 明 らか に す る

こ とを 試 み た。本稿 で は 企 業 の 環境 マ ネ ジ メ ン トシ ス テ ム に か か わ る 要因 連関 を シ X テ ム と主 体 の

視点か ら 3 レベ ル の 枠紐み に 分け，  企 業 の 環境 マ ネ ジ メ ン トシ ス テ ム の 特微とそ れ に か か わ る t一

体 （各階層 ） の 意思決定 や 行為を 規定 し た 要因，  ISOI4001 制度の 下 で の 企 業 と審査機関の 相互

行為 と，それが 企業の 環境 マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム に 与 え る 影 響，  経済 ン ス テ ム に お ける 他 の 卞 体

に 対す る 企業の 認 識 と企 業の 環境経営戦略 の 関係 を 検討 し た 。調査 は 総合電機 A 社 の
一

事業部 お

よび 審査登録機関を対象 に 行い ，以下 の 結論を 得た。す な わ ち，経営効率に 適合的な 環境保全活動

の 優先 や イ メ
ージ 先行 の 「環境適合製品 」 の 開発 とい っ た EMS の 取 り組み は，環境 ll∫易 を まだ 不

確 実，未 成 熟 とす る 経 営者 らの 認識 に 基 づ く横並 び ，イ メージ 優先 の 環境経営戦略 を 反 映 した もの

と言 え る 。 同 時 に，低い 目標設定や
一

部従業員 に よ る環境 マ ネ ジ メ ン トシ ス テ ム の 運用効率優先 の

取 り組 み が一般 従業 員 を 傍観者に し
， 現状 の 追認 に つ な が っ て い る 。 さ ら に ，ISO14001の 審査が

シ ス テ ム 審査で あ る こ とや，審査 ビジ ネス に お ける顧客獲得競争が 企 業に 迎 合 した審査を 生 み やす

く，それらが 環境 マ ネ ジ メ ン トシ ス テ ム の 運用効率優先を 容認す る 結果 を 生ん で い る。結果を基に ，

環境 マ ネ ジ メ ン トシ ス テ ム の 進 め 方 や ISO14001 制度 に 関 し て 若 1：の 提 言を行っ た
。

キーワード ： 環境 マ ネ ジ メ ン トシ ス テ ム ，ISO14001 ，環境経営，シ ス テ ム，主体

1．は じ め に

　 1，1．問 題 関 心

　企 業に お ける環境問題へ の 取 り組み は ，公害対策 に 見られた法規制対応か ら 自主的取 り組み へ ，

さらに 循環型社会 の 構築に 向け て 環境経営ω へ の移行が求め られ て い る 。環境経営 の 定義 に 関 し

て 明薙な概念規定 は されて い な い が
， 多くは環境配慮 と経済合理 性 の 両立を 目指す経営とい っ た

意味 で 使わ れ て い る 。 企業 の 環境配慮や 環境経営に 関す る 研究は
， 経営学の分野に お ける戦略論 ，

組織論的研究で は
，

「環境問題に 戦略 的に 取 り組む こ とが競争優位に つ なが る 」 とい う理念先行

の もの が 多 く，分析的 ・実証的研究は 少な い
。 また ，社会学の 分野に お い て は ，消費者の 消費行

動や生活老の リサ イ ク ル 行為に 関する調査が 多 く， 企業 の 環境配慮行動に 関して 企業 の 内部に 入

っ て 経営者や従業員の 意識 ・行為を調査 した研究 は あ ま り見られ な い 。 木稿で は ，少数の環境経

営先進事例 の 分析を通 して何 ら か の イ ン プ リ ケ ー
シ ョ ン を得る とい う方法 で はな く，近年多くの

企 業が認証取得を進め て い る ISO14001 環境 マ ネ ジ メ ン トシ ス テ ム （以 下 ，　 EMS と略す ） に 関
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図 1　 企 業の EMS に か か わ る シ ス テ ム ／主 体 連 関図

　　　 　　 　 

（注） ⊂ ）主体 ロ シ ス 払 刑 度

し て ，それが環境経営 の 目標管理 ツ
ー

ル として どの よ うに 機能 して い るか ，その メ カ ニ ズ ム を検

討する こ とを試み た。ISO14001 規格で は ，審査を組織 自身が 行 う こ とや取引先な ど特定 の利害

関係を 持つ 機関が行 うこ と も認め られて い る。し か し，認証取得の 社会的認知 とい う意味か らも，

特 に 産業界で は 外部 の 第三者機関に よる審査が多数で あ り．本研究で は 第邑 者機関審査 に よ る

EMS を対象 と し た 。

　1．2．分析枠組み

　企業は 経済 シ ス テ ム 〔2）に お ける
一

主 体で あ り，市場 と言 う場 で 消費者，他社な ど他 の 主体の 意

図や行為を予測 しつ つ 主観的，合理 的に 行為する 。 同時に ，最高経営者か ら
一

般従業員に 至 る各

階層か らな る
一つ の シ ス テ ム であ り，企業 の 行為は それら主体 （各階層〉の行為 の集積結果で も

あ る 。 企業の 環境経営や そ の 管理 ツ
ー

ル の
一

つ で あ る EMS の 特微や そ の 作用 メ カ ニ ズ ム を 解明

する た め に は ，それ らに か か わ る要因連関を明 らか にす る必要が あ り，本稿で は シ ス テ ム と主体

とい う視点か ら 3 レ ベ ル の 枠組み に 分け て 検討を 行っ た （図 1）。 す なわち ，枠組み   で は，企

業 の EMS の 特徴 とそれ に か か わ る 主体 （各階層） の 意思決定や行為を規定 し た要因連関は何か

を 考察した 。 枠組み   で は ，ISOI4001 制度の 下 で の 企 業と審査機関の 相互 行為を検討し，それ

が企 業 の EMS を ど の よ うな 形に し て い る か を 考察 し た
。 枠組み   で は

，
企 業 の 環境経営 の 戦略

と
， そ れ が 経済 シ ス テ ム に お ける他 の 主休に 対す る企業 の どの よ うな認識 に 基づ くもの で あ る か

を 検討 した 。 そ れ らを 基に ，ISO14001 制度 の 下で ，企 業 の 環境経営に 対 し て EMS が どの よ う

に機能 し て い る か
， そ の メ カ ニ ズ ム を検討 した 。
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2，調査対象お よび調査方法

　 2．1．調 査 対 象

　本 稿で は ，枠組み   の 調 査対 象企 業を総 合電機 A 社 の E 事業部 と し た 。 日本に お ける ISO

14001 の 認証取得は電機産業が先行する形 で 進め られ，認証取得件数 も多い （全取得件数 の 約 11

％ ：2006年）。 電機産業は 域内 の 子 会社や製品輸出を通 し て EU と の つ なが りが 強 く，　 BS7750 （3）

や EMAS （4〕制定 を 契機 に EMS の 構築を 図 り ，
　 ISO14001 規格制定直後か ら積極的 に 認証取得を

進め て きた 。 A 社は 従業員数約 4 万人 の 総合電機企業 で ，1994年に 認証取得委員会を設 置して

事業部 ご と に 取得準備を始め
， 99年度まで に す べ て の 事業部 （製造部門）で 認証取得を完了 し

て い る 。 E 事業部は 情報機器 を製造する 従業員数約 2200人 （構内の 系列会社を含む）の 事業部

で ，97 年 に ISO14001 の 認証を取得，2000年，03年に 更新審査を受けて い る。　 A 社 の環境経営

度に 関して は，日本経済新聞に よる環境格付け c5〕で は 常時 10〜30位台 （製造業 500〜800社中），

大手総合電機企 業内で は ほ ぼ 中位 の 評価を受けて い る。A 社 E 事業部 の EMS が環境経営 に 対 し

て 果た し て い る 機能を 3水準か ら分析す る 本稿の 試み は ，製造業に お ける EMS の 課題を検討す

る 上 で 何 らか の 示 唆を 与え る もの と考 え る
。

　枠組み   の 審査登録機関として
一Vt，　 E 事業部 の 審査を行 っ て い る J 機構 （株式会社）を対象と

し た 。 J 機構は 1994年に 電機産業数社が共同出資 して 設立 した 審査登録機関で
，
　 A 社の 事業部

は 全て J機構 の 審査を受けて い る 。 ISOI4001の 審査 員数は約 300人 （契約審査員を含む ） で
，

ISO14001 の 審査 （サ ーベ イ ラ ン ス を含む ）件数 は 約 2000件／ 年，環境認証 の 他 に 品質認証

（ISO9001）や 審査員教育な ども行っ て お り，業界 2位 の 規模で ある 。

　枠組み   の 企業を と りま く外部環境 と し て は，消費者，他社 ・業界，行政 ・国際機関，環境保

護団体な ど多 くの 主体が関与する 。 本稿で は ，E 事業部経営者や 管理 者らがそれ ら の 主体を どの

よ うに 認識 して い るか に つ い て の イ ン タ ビ ュ

ー
調査を行 っ た 。

こ れ は ，「環境 とは 客観的な現実

と し て 存在す る の で は な く，行為者 の 観念を通 じて 形成 され る主体的な構築物で ある 」 （加護野，

2003） と の 考え に よ る もの で ある 。

　2．2．調 査 方 法

　（1） 枠組み   （A 社 E 事業部 EMS ）

　図 2に E 事業部 EMS の組織構造を示 す 。 調 査は 二 重枠で 示 した主体 （各階層），す なわ ち最

高責任者 （事業部長），統括環境管理責任者 （製造本部長），環境管理 セ ン タ ーの セ ン タ ー長お よ

び EMS 担当老，職場責任者 （部長），環境委 員，
一

般従業員を対象に 行 っ た 。た だ し，部長，

環境委員，
一

般従業員の調査 は 4 職場 （製造部門の 内の 1職場 ，生産技術部，設計 ・開発部 門の

内の 2職場）を対象 と し た 。E 事業部 の EMS 組織 に は ，製造 ・設計 ・検査な どの 直接部門 の 他

に総務 ・経理 とい っ た 間接部門や 構内の 系列企業な ど 28の エ リ ァがあるが，上記 4職場が E 事

業部 の 代表的業務を 行 っ て い る と考え
， 選定 し た もの で あ る 。資料調査の他に

一般従業員へ は ア

ン ケ ー ト調査 （留め 置 ぎ法），他の 対象者へ は イ ン タ ビ ＝
−
cas 査を行 っ た 。 調査は 2004年 4〜10

月，05年 7〜8月に行い
， ア ン ケ

ー
トの 回収率 は 71％ （回収 181／配布 255）で ある 。
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　（2） 枠組み   （J 機構お よび E 事業部）

　J 機構に お ける調査対象は 認証本部長お よび審査員 （3

人）で ，資料 お よび イ ン タ ビ ュ

ー
に よる調査を行 っ た 。 E

事業部の 審査 に 関す る情報提供は 守秘義務 に もか か わ る こ

と か ら，
イ ン タ ビ ュ

ーで は 直接 A 社の 事業部 で は な く大

企 業や企 業
一

般 に 関す る質問 と し て 行 っ た
。

ま た
，
E 事業

部で は イ ン タ ビ ュ
ーや ア ン ケ

ー
ト調査の 中で ，外部機関に

よ る審査や ISO14001制度に 関す る質問を行 っ た 。 調査は

2003 年 8H ，04 年 4〜10 月に 行 っ た 。

　（3） 枠組み   （外部環境へ の 認識）

　E 事業部各階層 へ の イ ン タ ビ ュ

ー
調査お よび既 発表資料

調査を 行っ た 。

3、調 査 結 果

図 2　 E 事 業部 EMS 組 織 と調 査対象

（注〉調 査対象 ：二 重枠。

　3．1．E 事業部 EMS の特徴

　E 事業部の EMS 計画 で は，認証取得した 翌 1998年か ら次の サ ーベ イ ラ ン ス まで の 3 年間は ，

温暖化防止 （電気 ・燃料 ・温暖化物質削減），廃棄物削減，化学物質使用量削減や 水質 ・大気汚

染管理 な ど地域 ・地球環境保全が 目的 ・目標に 挙げ られ て い る 。 2001年以降は これ ら の 取 り組

み は定着し て ぎた として 製品 の 環境配慮を 目標 の 第
一

に 挙 げ ，
「環境適合製品」 の 拡大，RoHS

指令   な どに 対応 し た グ リー
ン 調達の推進な どが取 り組まれ て い る 。

　調査結果を 基 el　E 事業部 EMS の 特徴とし て 挙げ る こ とが で きる第
一

の 点は ，設備投資や環境

管理 を 業務 とす る部署の取 り組み に よ り
， 経営効率性 とも合致す る環境保全行為が促進 された こ

と で ある 。 製造過程で 有害物質や 温暖化物質を使用 し
， 水質 ・大気汚染物 の 除害設備を 有する 製

造部門で は ， 水質 ・大気汚染の 防止や化学物質 の 管理は 従来か ら の 業務で あ っ た
。

ま た
， 生産技

術部 で は動力設備 の 管理 が
， 環境管理 セ ン タ ーは廃棄物管理が業務の

一
部で あ り，省 エ ネや廃棄

物削減が常に 求め られ て い た 。 そ の た め，これ らの 業務が EMS の 目的 ・目標に 挙げ られ ， 定量

的 に 目標管理 された こ とに よ り促進 される こ と とな っ た 。 特al　CO2 排出量 削減，廃棄物削減，

化学物質削減は経費削減と も合致す る取 り組み で ，経営者や 担当部署の イ ン セ ン テ ィ ブが 高い 。

製造部門で の ア ン ケ
ー ト調査で は ，「目標を達成で きる よ うに 支援 ・助 言 し て くれ る 」 な ど，部

長 の リ
ー

ダ
ー

シ ッ プ に 関し て 肯定的回答を した 従業員が約 60％ と，他 部署 に 比べ て 高 くな っ て

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 F

い る 。こ の 点に 関 し て も，EMS の 口的 ・目標が 業務の
一

部で もある こ とか ら部長が リ
ー

ダ
ー

シ

ッ プ を取 っ て 取 り組ん で い る こ と
，

さ ら に 職場 の 組織構造が 専門知識を 持つ 管理 者を頂点 と す る

ピ ラ ミ ッ ド構造に近い こ とか ら，部長 の リーダ ーシ ッ プが機能 しやすい もの と考え られる 。 た と

えば，E 事業部に お け る 2004年度の COz排 出量は対 1998年度比 で 55％ に低 ドして い る 。
これ

に は ク リー
ン ル

ー
ム 稼動方法を変更 し て 空調用電 力削減を図 っ た こ とや，空調機，ボ イ ラ ー設備

（燃料），計算機 シ ス テ ム の 更新な ど経営者 らに よ る設備投資 の 効果が大 きい
。 そ うした設備投資
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に 関 し て は ，r省エ ネな ど に よる費用削減 と相殺され，さ ほ ど負担 とは な らな い 」 と回答 して い

る。廃棄物量 の 削減に 関 して は，ISO14001を 認証取得した 1997年に 比 べ て 翌 98年度の 廃棄物

最終処分量 は 52％ に ，2004年度 に は 5％ に ま で 低 ドし て い る。最終処分量 と は 巾間処理 し た 後

に これ以上 の 再資源化が不可 能と して 埋 め 立 て 処分 した量 で あ り，E 事業部か ら中間処理 業者に

排出し た実質排出量 を意味す る もの で は な い
。 事実 ， 最終処分量が 40％ か ら 5％ に 大幅削減し

た 2003年と 04 年 の 比 較 で は ，04年度 の 実質排出量 は む し ろ 増加 し て い る 。
こ の よ うな 最終処

分量 の 大幅削減の 背景に は
，
ISO14001 認証取 得企業 の 広 が りに 什 う巾間処理 業者 の 増加 と処理

技術 の 向上 があ る 。 廃棄物削減は こ うした中間処理業者を探索 し，分別廃棄の シ ス テ ム作 りを担

う環境管理部署の 働きに 負 うと こ ろ が 大きい 。

　E 事業部 の EMS 計画で は 2001年 よ り製品の 環境配 慮を 目的の 第
一
に 挙げ，特 に 設 61・開発

部 門を 「†1心 に 「環境適合製品 」 の 開発を進め て い る。これは 1999 彳「の 「環境適合設計」 の 規格

化や ，「製品 ・
サ

ービス 」 の 環境影響も対象 とする こ とが明記され る 04年 ISO14001 改定な ど の

動 向に 沿 っ た もの と言 える 。
E 事業部 EMS の 第二 の 特徴は ，製品開発や 製造 な ど企 業本来 の 業

務 に お け る EMS 取 り組み に お い て は経営効率性 の 視点か ら立て られた 業務計画がその ま ま 目的

化 さ れ，EMS に よ る 日標管理 を通 し て製品や プ P セ ス の 環境負荷低減を促進する仕組み に はな

っ て い な い こ とで ある 。 E 事業 部 の 「環境適合製品 」 は 2004年度で 83％ （売上 高比 ） に 達し て

お り，07年度に は 100％ を 囗指 し て い る 。
「環境適合製品 」 と は ，A 社で 定め た 「環境適合製品

ア セ ス メ ン ト」
〔7）を基 に 開発品 の ア セ ス メ ン トを行 い ，従来製品に比 べ て環境負荷が一定以上低

減され る製品 の 総称で あ る 。 すなわ ち，「環境適合製品」 は 自社 の認定基準を 基に 自社の 従来品

と の比較に よ り認定 された もの で （ISO 規格 の タ イ プ ll，皿 に 該当 （8り，比較 の 基準とな る従来

品 が適切 な もの か，「環境適合製晶 」 の 認定基準が 適切な もの か 不透明で ある 。た だ し，これは

A 社 に 限 っ た こ とで は な く，「環境適合製品」 を開発 して い る 同業他社製品 の 多 くも臼社比較 で

あ る 。 ISO14001 規格 で は ， 目的 ・目標は 「実施 で き る 場 合 に は 測 定可 能で あ る こ と 」 とされ て

お り，E 事業部 EMS 計画 で は 事業計画 で 決定 さ れ た 「環境適合製品 」 の 機種数が そ の ま ま 目標

値に な っ て い る 。 そ の た め 「環境適合 」認定基準を上 回 る高 い 設計 目標を実現す る とい う イ ン セ

ン デ ィ ブ が働ぎ難 い
。 環境委員 の

一
人は ，「〔環境設言iの ） 目標 レ ベ ル に 関 し て は 自己満足か もし

れな い 」 と述べ て い る 。
「基本的に 環境適合で な い 設計はな い 」 と回答し て い る よ うに

，
「環境適

合設計」 と い う理念の 導入 に よ り製品 の 環境負荷は 従来に 比 べ 低減 し て い る 。 また，省 エ ネ法の

ト ッ プ ラ ン ナ ー方式 （晦 こ 該当する製品で は省 エ ネ設計が促進 されて い る。 しか し，他社製品 と市

場 に お い て 統
一基準で 比較され る こ との な い 自社比 較の 「環境適 合製品」 で は よ り高い 設計目標

を立て る とい うイ ン セ ン テ ィ ブが 働 き難 く，「環境適合」 的製品 の 開発で は な くイ メ ージ先行の

「環境適合製品 」 とい う製品 の 開発が 日的化 され る こ とに な っ て い る 。 また，設 計部門 で は 2004

年か ら 「製品開発期間短縮」 を ，製造部門な ど で は 「製品の 歩留ま り向上 」 を 目標 に挙げて い る。

こ れ らは人 ・時間，原材料やエ ネル ギ ー使用量 の 削減 とな る取 り組み で ある 。 しか し，企業 に お

い て 「開発期間短縮」 「歩留ま り向上 」 は 従来 よ り コ ス ト削減 の 観点か ら取 り組ん で きた 課題で ，

部長の
一

人 は 「歩留 ま り向 トは 結果 として 環境負荷低減に つ なが っ て い る 。 必ず し も環境を 考え

て や っ て い る訳で は な い 」 と回 答し て い る 。 環境委員の
一

人は ，「（開発期間短縮は ）環境の 面 で

は 後付け 的な と こ ろがあ る 」 と述べ て い る 。 経営効率性 の 視点で 立て られた 業務計画を環境負荷
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図 3　 目的 ・目標 の 難易度
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製造部 門（a ｝

生 産 技 術

設 副
・
開 発 （al

設計 ・開発 

平　　　均

□　目的
・P 標 値が 高 くて達 成 に は 大い に 努力が い る．

圜 少 し頑張れ ば達成 で きる レ ベ ル の 目標で あ る 。
■　頑張 らな くて も簡単に達成 で きる レベ ルの m 標で ある。
囮 　目的 ・目標 をよ く知 らない 。
□　そ の 他。

低減や資源効率性 〔101の 視点で 見直す仕組み に は な っ て お らず，「開発期間短縮」 「歩留 ま り向上 」

とい っ た 従来業務に 環境負荷低減 とい う意味を 後付け し ， EMS の 目的に 取 り入 れ て い る とい う

印象は否 め な い
。

　E 事業部 EMS の第三 の特徴は EMS 運用 の 効率性優先で ，主に 口標設定 と従業員参加 とい う 2

点か ら指摘す る こ とが で きる 。 E 事業部の経営者 ・管理者 らは ，外部機関に よる審査に つ い て ，

外部情報入 手や事業部の 取 り組み を整理
・見直す機会 として 評価して い る 。 同時に ，経営老 ・管

理 者 と して は 目標が確実に実施 され，審査 ・サ
ーベ イ ラ ン ス を無事に 通過す る こ とを環境管理 セ

ン タ
ー

や環境委員た ち に 要求する 。 そ うした要求に確実 に 答え る た め に は，高 い 目標 で 未達成 と

な る こ とよ りも達成可 能な レ ベ ル の 目標を設定 し，効率的に 確実に 進め る とい う選択が され る こ

ととな る 。 まず， 目標設定 に 関し て は ，日標の 難易度に 関す る
一

般従業 員へ の ア ン ケ ー ト調査

（図 3）で は
， 特に 設計 ・開発部門で は 「少 し頑張れ ば達成 で ぎる レ ベ ル で あ る 」 とい う囘答が

60〜70％ を示 し て い る 。 環境委員 の
一

人 も，「（ISO14001 規格で は ） 自分たちの 立て た 目慄を達

成する こ とが求め られて い る の で
， 目標の 高低 に つ い て は考え て い なか っ た 」 と述べ て い る 。 E

述 の 「開発期間短縮」 「歩留 ま り向上 」 な ど従来業務に 環境負荷低減 とい う意味を後付けし た に

過 ぎない 取 り組み も，EMS を 効率的に 運用する手段 の
一

つ と見る こ とがで きる 。

　従業員参加 と い う点に 関 し て は ，ISO14001規格で は 全従業員に よる EMS へ の コ ミ ッ ト メ ン

トが 求め られ て い る 。 しか し，ア ン ケ ー ト調査で は ，特 に 設計 ・開発部門で は ，EMS の 活動が

「環境委員や
一

部 の もの の 取 り組み に な っ て い る 」 とい う回答が 多数とな っ て い る。同様に
， 職

場 の 目的 ・目標，実施 計画 の策定 に 関 し て は
，

「環境委員が 決定す る 」 とい う回 答が 80％ 近 くに

な っ て お り
， 目標達成状況 の フ ィ

ー ドバ
ッ ク に つ い て も，「環境委員が や っ て い る の で 良 く知 ら

な い 」 「年度の 終了後 に 知ら され る 」 と い う回答が 多数で ある。た だ し ， 製造部門な どは業務 と

し て 環境管理に 取 り組む部署を持 っ て お り ， 計画策定へ の 従業員参加 は設言1・開発部門に 比 べ て

高 い とい う結果が得られ て い る 。 環境委員の 交代に つ い て は ，
一

般従業員へ の ア ン ケ
ー

ト調査で

「同 じ人が継続 して い る 」 と い う回答が約 90％，環境委員へ の イ ン タ ビ ュ

ー
で も，FISO14001 認

証取得時か ら継続」 「前職場を含め る と長期間」 な ど の Fl答が 得られて い る 。
　EMS 計画策定や定

期的な フ ォ ロ
ー

ア ッ プ ，審査 ・サ ーベ イ ラ ン ス の た め の 文書作業 も多 く，業務 と兼任の 環境委員
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図 4 　職場 の 取 り組 み に 関する評価

製造 部 門（a）
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設計 ・
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□　現在の 取り組み で十分 で ある e

圉 　まあ まあ，現実 問題 と して こ の 程 度 しか で き な い 。
囮　現在の 取り組み で は 不 十分で ある 。
匿　その 他 。

に と っ て はか な りの 負担 となる。その た め 同
一
人物が継続す る 方が業務効率が 良い

。 環境委員の

一・
人は ，「従業員全体の 負担に な らな い よ うに 捨て 身 の 精神で や っ て い る 」 と述べ て い る 。

一
方

で ，環境委員を 長期間続ける とい うこ とは 環境委員に と っ て も自分 自身の 存在価値を高め る とい

う利点を持 っ て い る 。 また，部長の リーダーシ ッ プ に 関する
一

般従業員へ の ア ン ケ
ー

ト調査で は ，

「部長が環境問題に 関す る教育，助言 ・支援と い っ た リ
ーダー

シ ッ プを発揮 し て い る 」 とい う肯

定的回答は設計 ・開発部門で は 少数に な っ て い る 。設計 ・開発部門は専門職か らな る比較的 フ ラ

ッ トな組織構造で ，部長の 環境に 関す る知識 ・技術が特に 高い とは 限 らない 。む し ろ ，経営効率

の 追求 に 熱心 で あ っ た 者が 昇進し て い く場合 も多 く，環境問題 は 長期間そ の 任に ある環境委員に

任せ ると い う形に な りやす い
。 環境委員の

一人は ，「（部長に ）妙 に やる気に なられ る と仕事が増

え る 。
こ ち らか ら案を 出 し て

，
い い よ とい わ れ る程度が ち ょ うど良 い 」 と回答 し て い る 。

　 こ こ か ら明ら か とな る の は ，環境管理 を業務 とす る部署 ， 環境管理 セ ン タ ー，環境委員や
一

部

の イ ン セ ン テ ィ ブ の 高い 従業員を 中心 と し て ，EMS が 効率的 に 運用 さ れ て い る と い う状況で あ

る 。 経営者自身も rlSO14001 は少人数で も対応で きる こ とが問題」 と，　 EMS が少人数で 効率的

に 進め られて い る現状を認め て い る 。 そ の 結果，取 り組み の効果 に関す る
一般従業員の ア ン ケ ー

ト回答 （図 4）か らわか る よ うに ，「現実問題 とし て ，こ の 程度の こ と しか で きな い 」 と現状を

追認す る か た ち に な っ て い る 。す なわ ち，EMS の運営効率性優先が従業員を傍観者に 追い や り，

従業員の側 も取 り組み の 現状を追認す る結果に な っ て い る と言うこ とが で きる 。

　3．2．ISO14001 制度における企業と審査登録機関の 相互行為

　ISO14001 の 審査に お い て は ，組織は 日本適合性認定協会の 認定を 受けた 審査機関に 審査を依

頼 し，組織の EMS が ISO14001 規格 の 要求事項を満た し て い る と認め られ た場合 に 認証登録 さ

れ る 。 ISO14001規格に 基づ く審査 ・登 録 とい う行為は，審査登録機関 と受査組織に よ り行わ れ

る相互 行為 と考え る こ とがで きる 。 特に ISO14001 規格 に ある EMS へ の 要求事項は枠組み 規定

で ，規格 に 従 っ て 行われる審査 ・登録は 自由度が大 きい
。 そ の た め ，こ れ ら主 体の相互行為が企

業 の EMS や ISO14001 制度自体の あ り よ うに 影響を ケ．え る こ ととな る 。

　先 に ，E 事業部 EMS の 特徴の
一

つ と して EMS の 運用効率性優先 を挙げたが，効率性優先の
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取 り組み を許す 原因 の
一

つ に ，ISO14001 の 審査が シ ス テ ム （シ ス テ ム の 継続的 改善） の 審査で

あ っ て パ フ ォ
ーマ ン ス の 内容 ・レベ ル を評価す る もの で は な い と い う点が 考え られる。すなわち ，

企業が 決め た 目的 ・目標に つ い て それが実行され て い るか ，実彳∫で きる シ ス テ ム に な っ て い るか

を審査する もの で ，目的や パ フ ォ
ー

マ ン ス の レ ベ ル は 問わ れな い 。E 事業部 の 経営者や管理者 は ，

「自分たち で 気づ かな い 点を 指摘して くれ る 」 「他社や世 の 中 の 状況に つ い て 情報を くれ る 」 とい

う点で
， 外部審査機 関に よ る 審査を 評価 し て い る

。
「ク リー

ン ル
ー

ム の 省 エ ネ稼動方法に つ い て

半導体工場 の 事例を 紹介された 」 （E 事業部 管理 者談） や，「大企 業 の 洗浄技術を め っ き工場 に 紹

介，水使用吊が 削減 し た 」 （審査員談）な ど，企業間の 技術移転 よ る業務効率向上 の 事例 も多い 。

しか し ， 業務効率向上 に 直結 しな い 取 り組み な ど企業 の 側 に 実行する意思がな い 場合は，規格上

審査機関は そ れを認め ざ る を え な い こ と に な る 。 審査員 らは ，「沢山の 事例を紹介 し，どれを選

ぶ か は企業 の 自由……
。 （企業が）現状で 満足 して い る の で あれば仕方な い

。

・・…・
強要され て い

る よ うに 思わ れ て は 困る の で ，ど こ か で 引か な くて は な らな い 」 「・…・・そ れで も （環境を）やれ

と押せ な い こ と に 限界を感 じる 」 と回答 して い る 。
パ フ ォ

ー
マ ン ス に 関し て ISO14001 付則 に は ，

「シ ス テ ム の 改善が パ フ ォ
ー

マ ン ス の 改善を付加 する こ とが期待さ れ る 」 と記載 さ れ て い る
。

た

と えば，E 事業部に お ける 「紙 ・ご み ・電気 」 の 取 り組み か ら 「製品 の 環境配慮」 へ の 移行は シ

ス テ ム の 改善で あ り，現実に 「環境適合製品」 の 増加と い うパ フ ォ
ーマ ン ス を上 げて い る 。 しか

し先 に も述べ た よ うに
，

「環境適合製品 」 の 機種数を 目標値 と した取 り組み は ， 製品の 環境負荷

を よ り低減 させ る仕組み に な っ て い る とは 言い 難い 。 また ，「開発期間短縮」 「歩留ま り向上 」 は

従来業務 に 環境の 意味を後付けす る に 終わ っ て お り，パ フ ォ
ー

マ ン ス の 改善に は 至 っ て い な い
。

審査員の
一

人 は ，「
‘
紙 ・ご み ・電気 の 取組み が極限に行 っ て

・・・…
，次 に逃げ道を捜 し て 実務に

密着 とい う題 目に 飛び つ い て ぎた 。し か し，環境 と言 う道具を 使 っ て 効果が プ ラ ス され て い な

い 」 と述べ て い る 。

　
一

方，審査機関 の 側に も課題がある 。ISO14001 規格は 欧米 の 監査法人が 多 く参加 し て
一

つ の

ビジネ ス チ ャ ン ス として 規格化された側面 も強 く，審査登録 ・サ ーベ イ ラ ン ス ，種 々 の 教育な ど，

現に 大 きな ビ ジ ネ ス とな っ て い る。国内売 り上 げ 2 位の J 機構の 2002年度売 り上 げは 27，26億

円で ，業界全体と して は新規 の 審査登録 と更新 ・サ
ーベ イ ラ ン ス 合わ せ て 年間で 140億円．教育，

出版， コ ン サ ル タ ン トな ど の 事業を あわ せ る と 200億 〜250億円に なる の で は な い か と古田敬史

（2002）は推定 して い る 。

一方で審 査登録機関へ の 参入数 も多 く，国 内に は 50社前後の 審査登録

機関が 存在す る 。 審査登録機関 ご と の 登 録件数は 機関に よ る差が 大き く，上位 2礼の 登録件数が

全体 の 40％ を 占め て い る 。J 機構で の イ ン タ ビ ュ
ーで は

，
1機関 の 持 つ 登 録件数 400件程度が

経営採算ラ イ ン で は な い か と回答 して お り，審査依頼を い か に 多 く受ける か が審査登録機関 に と

っ て の 経営課題 の
一

つ で ある。シ ス テ ム 規格社 に よ る調査結果 （シ ス テ ム 規格社，2004）で は ，

「（審査機関を ）今後変更す る 可能性が あ る 」 と回答 した事業所は 20，8％ とな っ て お り， そ の 理

由の第
一

に 「コ ス ト ダ ウ ン の た め 」 を 挙げて い る
。
J 機構で の 調査で も，低価格化へ の 要求が強

い こ とが指摘され て い る 。
「審査登録機関で 営業的に 厳し い 機関の 中に は 相手に 迎合す る とか ，

最低 レ ベ ル の こ とをや っ て い れば後は言わ な い とい うよ うな審査機関もあ る とい う こ とは 聞 くこ

とがあ る 」 と審査員 の
一人は回答 し て い る 。 す なわ ち，審査登 録機関の 経営問題が EMS の 運用

効率性優先を容認する
一

因 とな っ て い る と言え る 。同時に ，企業 と審査登録機関 の 相互 行為が
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竹原 ； 企業の 環境経 営に お け る ISO140el 「環境 マ ネジ メ ン トシ ス テ ム 」 の 意義 と課 題

ISO14001 制度 自体の あ りよ うに も影響を与 え る こ ととな る 。近年 ISO14001 規格 で 認め られて

い る 自己宣 話の 事例が増加 して お り，認証取得後 の 更新時に 自己宣言に移行する事例や，審査費

用 に 負担を感 じる 巾小企 業な どが簡易な シ ス テ ム を 構築 し て 自己宣言す る事例 な どが報告され て

い る （シ ス テ ム 規格 社，2002）。認証取得 の 目的化を 容認す る よ うな審査 の 存在 と も合わ せ ，

ISO14001 制度の 社会的信頼性 の 担保が 課題 とな っ て い る 。

　3，3．外部環境に関する企業の認識と環境経営戦略

　企業は 経済シ ス テ ム の 中に あ っ て
， 消費者，他社，行政 と い っ た他 の 主体 （外部環境）と適合

す る よ うに 戦略を立 て ，企業の 持続 ・発展を 図る 。 それ は 企 業の 行為が 単に 外部環境に規定 され

る の み で なく，消費者など他の 主体 へ 働 きか けて 他 の ⊥体を変革する こ とに よ り適合を図る こ と

を も意味する 。 したが っ て ，E 事業部経営者らが市場や 行政 の 環境政 策に 関して どの よ うな認識

を もっ て お り，それ に 対 し て ど の よ うに 適合 し よ うと し て い る か を明 らか に す る こ とに よ り，E

事業部 の 環境経営や EMS の 特徴を よ り明確に す る こ とが可能に な る と考え られ る 。 す なわ ち，

そ う し た 外部環境へ の 認識が
， 特 に 経営の 意思泱定を 担 う経営名や管理 者らの 意識 ・行為 に 強 く

影響を与え る と考え られ る 。

　表 1 に 行政な どに よ る環境政策 の 推移を示す 。 1950〜60年代 の 公害問題は 被害の 地域的 な広

が りが狭 く， 加 害と被害の 関係が比較的 明確で あ っ た こ とか ら，公害対策基本法 の 制定な ど主 と

して 直接規制に よ る 対策が 行わ れた 。

一
方，廃棄物など の 生活公害や 80年代以降顕現化 し て き

た 地球環境問題 な どは ，原因老が 多数で 因果関係 も公害問題 ほ どに は 明確で な く，汚染 の 地域的

広が り も人きい
。 そ の ため 90年代以降の環境政策手法 は ，枠組み 規制や 自キ的取 り組み を誘導

する ガ イ ドラ イ ン などへ と変化 し て い る 。 同時 に 経済的手法を用 い た政策に 乏 しい こ と も見える 。

　 まず行政な ど の 環境政策に 対す る経営者ら の 認識で あ る が ，同 じ く表 1に A 社の 環境政 策お

よび E 事業部 の 取 り組み を示す。A 社 （本社）は 行政 の 政策を 受 け，ある い は 事前 に 対応を準

備 して A 社 の 政策を各事業所 に 指示 して い る 。 E 事業部 の 環境対策や EMS 計画 は そ うした政策

に 忠実に 対応 し て お り，1司時に それ以上 で もな い と言 え る。た とえば
， 規制値超過が罰則や 企業

イ メ
ージ 低下 に 繋が る排水 な ど は ，A 社 の 指導に 従 い 規欄値を 上 回 る 自主基準を 決め て 管理 し

て い る 。 また，自主的取 り組み で ある ISO14001 も，経営効率性に 適合的な CO2 排出量削減や廃

棄物削減な どは積極的に 取 り組 まれ て い る 。 そ の
一方で，ガ イ ドラ イ ン に沿 っ た環境報告書や環

攬会計，環境パ フ ォ
ーマ ン ス 評仙な ど は外部報告機能が重視 され て 事業部内の 意思決定に は ほ と

ん ど利用 され て い な い な ど，環境パ フ ォ
ー

マ ン ス よ りも企業 イ メ ージ向上 へ の 期待が大きい 。環

境省の 調査で も，内部利用よ りも対外的な効果を 目的 とし て 公 開す る 企 業が 多い とい う結果が 得

られ て い る （生活情報 セ ン タ
ー編集部，2006）。

E 事業部で の イ ン タ ビ ュ
ー

で は ，環境問題 の 取

り組み が 「環境保全に 役立 っ て い る 」 とい う回答 と同時 に ，「企 業 イ メ
ージ の 向上 に役立 っ て い

る と思 う」 と同答す る管理者が 多く，環境へ の 取 り組み は 企 業に と っ て イ メ ージ向上 の機会や リ

ス ク 回避 の 意味が 大きい と言 え る 。
こ うした取 り組み に 関 して 審査員の

一
人 は，「実行で きる こ

とだけ を強調 して い る 」 とい う指摘を行 っ て い る。

　E 事業部経営者 らの 消費者や市場 に 対す る 認 識は t 消費者 の 商品選択基準は まだ環境よ りもコ

ス トや性能が上 位に ある と い うもの で ある 。 グ リ
ー

ン 購入法 の対象とな っ て い る行政機関な どは
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　 　　 　　 　　 図 5 環境問題 へ の 関心 と 地域 ・家庭 での 環 境 行動 　（複 数 回答 ）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   　　　　　　20　　　　　 40　　　　　 60

（1） ゴ ミ の 削減 ・
リサ イ ク ル

（2）．省　エ 　 ネ

（3）環 境負荷 の 小 さ い 製 品を買 う

（4） 自分や 家族の 生 活 の 環境 影響 に つ い て 考 え

　 た り，家族や 友人 と話 合 うよ うに な っ た

（5） 環 境 保 護活動 に参加 して い る

〔6）車 で の 移 動 を減 ら して，バ ス や 電 車 を利用

　 す る よ うに な っ た （ノ ーカ ー
デ イ 以外 で ）

（7）新 聞 や テ レ ビ の 環 境 問 題 の 報 道 な ど に関心

　 を持つ よ うになっ た

（8）そ 　 の 　他

80％

國 環境 へ の 関心 が高い 　 　匚］環境 へ の 関心 は 普通

コ ピ ー
機の リサ イ ク ル 品を 積極的に レ ン タ ル して お り，

「コ ピ ー
機の リユ

ー
ス 率は 重 量 で 85％ 程

度に な っ て い る 」 （審査員談）。 しか し，
一

般消費者の場合は環境意識 の 高ま りが必ず し も実際 の

購 買行動に 結び つ い て い な い 。 図 5に E 事業部従業員の 地域 ・家庭 で の 環境配慮行動に 関す る

調 査結果を示 すが，環境問題 に 「関心 が高 い 」 と回答 した者 も 「普通 程度」 と回答 し た者 も実行

し て い る環境配慮行動は ゴ ミ分別や省 エ ネな どが ほ とん どで ，環境負荷の 小さ い 製品を購入 した

者は 10％ 以下，そ の 大半は 容器詰め 替 え商品で あ っ た 。 環境省が平成 15年度に 行 っ た消費者調

査で も，「環境に 良い 」 とい う選択肢は価格や 機能 ・品質に 比 べ て 3分 の 1 以下 とい う結果が得

られて い る （生活情報セ ン タ ー編集部，2006＞。他企業 と の 市場競争 に 関して E 事業部経営者ら

は ，「環境 へ の 取 り組み は や っ て お く必要が あ る が，成長性に つ な が る か ど うか 確信 は な い
。

し

か し，や らなけれ ぽ リ ス ク に な る 」 「多 くの 企業が環境 に 取 り組め ば優位性 が 出 て こ な い 」 と Lgl

答 し て い る 。
こ うし た 横並び意識は

， 行政 に 期待する政策 として ，「企 業が 協調 し て取 り組む よ

うな 政策が望 ま しい 」 とす る同答に も見 る こ とが で きる 。

　荒深友良 （2002）は ，特定の 環境要素に 対す る依存性 と不確実件が高 くな る に従い 自立的戦略

よ り も協調的戦略が 用 い られ る と述 べ て い る 。 所伸之 （2005）は ，企業が 協調的な戦略を とる理

由と して，利益確保が可 能な
一・

定規模の市場が 未整備な場合は 競争戦略を とる こ とは時期尚早 で

あ り，他社 と協調 しなが ら外部環境の 変化に 伴 う リス ク を で きる だけ減 らす と い う方法を取ろ う

とす る と述べ て い る 。すなわ ち，企 業に と っ て 消費者意識や 行政 の 政策 は 大 きな不確定要 素で あ

る。また ，消費電力 （電力 コ ス ト）以外の 環境配慮が 市場 で 十分な競争力を持た な い と企 業が 認

識 して い る よ うに ，環境製品市場 は ま だ未成熟な状態に ある
。

さ らに
， 環境配 慮が経済的に も合

理性 を持 つ よ うな市場 を積極的 に 育成す る と い うよ うな行政 の 政策 も乏 し い
。 た とえば，EU の

RoHS 指令で 禁 iトとな っ て い る電了機 器へ の 鉛使用 に 対 して ， 冂木国内で は 鉛使用の規制が見送

られ て い る 。 E 事業部管理 者は ，「鉛規制 も EU
，

ア ジ ァ で バ ラ バ ラ
。

……税制な どで 優遇 され

な ければ実施 し難 い 」 「グ ロ
ーバ ル な市場競争の た め に ，グ ロ

ーバ ル な規制や ス タ ン ダ
ー

ドが 必

要」 と同答 し て い る 。 すなわ ち，環境行政 の 遅れや 消費者 の 環境配慮意識 の 不足が，企業 に 横並

び の 戦略を取 らせ て い る と言 える 。
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4．E 事業部 EMS の 現状 と課 題

　E 事業部 EMS の 特徴は ，　 E 事業部 と い うk 体が経済 シ ス テ ム に お ける他の 主体に 対する認識

を基に 選択 した行為である と同時に ，ISO ユ4001制度に お け る審査登録機関 と の相 bl行為や E 事

業部 の 各主体 （各階層）の 行為の 集積結果 で もある。ISO14001 制度の 下 で ，企業の環境経営に

対 し て EMS が ど の よ うに 機能 し て い る か ，調査結果を基に 先 の 枠組み に 図示 した もの を 図 6 に

示 す 。 環境市場は ま だ 不 確実，未成熟 とい う認識，環境問題 へ の 取 り組み を企業イ メ ージ向上 の

機会 と考え る E 事業部経営者 ら の 認識が他社と横並 び ， イ メ
ージ優先 の 経営戦略を選択 させ て

い る 。 企業利益 と企 業イ メ
ージ の 向上 に つ な が る 経営効率に適合的な環境保全活動 の 優先，イ メ

ージ先行 の 「環境適合製品」 の 開発 とい っ た EMS の 取 り組み は
，

そ う し た経営戦略を反映 し た

もの と言える 。 同時に ，低い 目標設定や
一部の 従業員に よ る EMS の 運 用効率優先 の 取 り組み が

一
般従業員を傍観者 に させ

， 現状の 追認に つ なが っ て い る と考 えられる。さら に ，ISO14001 の

規格 の 限界や 審査 ビ ジネ ス に お ける顧客獲得競争が企業に 迎合 した審査を生みやす く， それ らが

EMS の 運用 効率性優先を容認する 結果を 生ん で い る と 言える。

　企 業の 環境経営 の 現状が外部環境の 認識 に 基づ く戦略で あ る とすれ ば，そ の 行動を本質的に 変

え る た め に は 外部環境を変え る 必要が あ る 。 す なわ ち，生産者責任を明確に する 規制や ス タ ン ダ

ードの 策定，環境配慮が経済合理 性を持つ よ うな経済政策や消費者意識 の 変革な どで ある 。特に ，

図 6　 E事業部 EMS に か か わ る シス テ ム ／主体の 現状

　 　 　 　 　 　 　  

経済 シ ス テ ム

  ．

i墨繍醜驫翻
警墾酵鱒簿 …；

　　　旦
　 ごミニ　iつ

t／
：
’Tt’ttニジじニ

・驪 k−21・・， e．l．L／．e．tal ，．，l ，

　　　曾
鞘 輦騨顰環境廃慮i

迎轡卩◎ 趣
：

i〜．≡

． 

ISO14001制度

講鷲喪一

E 事業 部／EMS

’
／y ／Zf’　ま／：

’　’・tt ’・ltニ’／ツ
’
1t
’

摩難謎鸛離郵，
／・

ll ∵奪ttt画 　冨．ミ；濫、，．．，＼ tt

融 譬陳填適繪 製品」野壷

　　　　1・・

1

撚 芬鑰嚇…醸鰹
1毒ン ：野 ： 慧 『蝋 で ：

trv・tt
：
・t 柵 ，

国

（t7．） ⊂ ）主体 ロ シ ス テ ・ ・鍍 　 霧 鰍

ll9

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japanese Association for Environmental Sociology

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Assoolatlon 　for 　Envlronmental 　Soolology

竹原 ：企業の 環境経 営に お け る ISO14001 「環境 マ ネジ メン トシ ス テ ム 」 の 意義 と課 題

長 期的な ビ ジ ョ ン と プ ロ セ ス を 提示 して い く こ とが外部環境の 不確実性を低減させ ，企業が 自立

的 な戦略を とる こ と に つ な が っ て くる 。 で は ，現状 の 枠組み の 中で 企 業の環境経営を少し で も進

め るた め に EMS や ISO14001 制度 trこ 求め られ る もの は 何で あ ろ うか 。　ISO14001 規格で は組織 の

取 り組み に 関 して
，

「経済的 に 実行可能な と こ ろ 」 「最良利用可 能技術の適用 」 を求め て い る に 過

ぎず，それ が どの レ ベ ル で ある か は 個 々 の 企業 の 判断に掛か っ て い る。先に 低 い 目標設定や
一

部

従業 員に よる運用効率性優先の 取 り組み が現状を追認す る こ とに つ なが っ て い る と推定 した が，

こ うした EMS の 運川方法を変革する こ とに よ り，企業 の 環境経営を よ り環境配慮的 に 変える こ

とが で きる の で は ない か と考えられる 。 目標管理 の 方法に つ い て ，下崎千代子 （1991）は 目標達

成 へ の 動機づ け として ，  目標の 受容 （日標 の 決定 ・伝達方法が重要），  認知 ，   実態 の フ ィ

ー
ドバ ッ ク ，  評価 （経済的，社会的），  報酬 ，   支援体制を 挙げて お り，「目標は 困難 で ある

が 達成 しえ る程度の レ ベ ル 」 の ときが動機づ けが もっ と も高い と述 べ て い る。EMS の 運用に 即

し て 言え ば
，

「容易に 達成 で きる 」 目標 で は な く，現在 よ り少 しで も高 い 日標を設定 し，実現 の

た め の 具 体的 な方策に 関 し て 議論する こ とが
， 日標管理 の 動機づ け の 点か ら も目標の 有効性 の 意

味か らも望ま し い
。 また ， 環境経営は従来対立的に 提えられて い た環境配慮 と経済合理 性の 両立

を 目指す もの で ，い か に 両老を止揚する か とい う視点が 必要に な っ て くる 。すなわち ，製造プ ロ

セ ス や企業が提供する製品 ・サ ービ ス を 「環境」 とい う視点か ら見直す こ とに よ り，新 しい 価値

や経済効率性 を創造す る こ とを 目指す こ とが求め られ る 。 しか し，E 事業部環境委員の 回答に も

あ る よ うに ，「技術検討や不良対策な どで は 会議や ブ レ ィ ン ス トー
ミ ン グが 開か れ る が，環境を

テ
ー

マ に した会議は 開か な い 」 の が現状で ある 。従業員は 生産者 とし て の 意識 と消費者の 意識を

併 せ 持つ 存在で あ り
， 消費者 の 視点か ら課題や解決策を 考え る こ と もfi∫能で

， 管理者や環境委員

に は EMS を そ うした知識創造の 「場 」 と し て 組織する こ とが 求め られ る 。 また ，　 E 事業部環境

委員 らの 環境意識は 高 く．家庭や地域で の 環境配慮行動に お い て も，「生 ゴ ミ用の コ ン ポ ス トを

購入 した 」 「ソ
ー

ラ
ー

シ ス テ ム を 購人 し た 1 な ど，先の 図 5 に 示 した
一般従業員の 行為と は際立

っ た違 い を見せ て い る 。 こ の 点か らも，EMS へ 従業員が主体的 に か か わ る こ とは 彼らの 環境意

識を高め ，環境配慮的消費者 の 育成 に寄与し，結果 と し て 環境 市場 の 変化 に もつ なが っ て くる と

考え られ る。

　 ま た ，ISO14001 制度 に 関 して は ど うか 。 先 に ，　 ISO14001 の 規格や審査機 関 の 経営 問題 が

EMS の 運用 効率優先を容認 し て い る と述 べ た。で は ，　 ISO14001 規格を変更 し，　 EMAS の よ うに

環境パ フ ォ
ーマ ン ス を審査 し，公開する とい う変更に は どの よ うな効果が期待 され るだ ろ うか

。

奥真美 （1998） は ，EMAS に お け る環境パ フ ォ
ーマ ン ス の 公 開手段で ある環境声明書 （公認環

境検証人 に よ る承認 を受け る） に 関し て ，日標を定量 的に示 し て い ない
， ある い は 目標値を低め

に 設定する こ とに よ っ て 確実に 目標を達成す る こ とを選択す る例 があ る と述べ て い る 。 E 事業部

に お ける イ ン タ ビ ュ
ー

で も，「取 り組み が
一

定 の成果を 上 げて 極限に 近 くな っ た 場合に それを更

に 数％改善す る こ と に は 非常に 困難を伴 い ，そ うした 努力 に 意味があるか ど うか，ある い はそ う

したわ ずか の 数値に 社会の 殫解が得られ る か 」 とい う疑問を述べ て い る 。また ，パ フ ォ
ーマ ン ス

を どの よ うに 評価す る か とい う問題 もある 。た とえば，企業が強調する取 り組み
・パ フ ォ

ー
マ ン

ス を評価する の み で な く，取 り組まれな か っ た重要 な課題 を見抜い く審査員の 力量が求め られる 。

さ らに ，公表デー
タ の意味を 正 し く解釈 し て 消費者 ら に伝 え る機関や グ ル

ープ
， 消費や 投資活動
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な どを通 し て 企 業 の 行為を 是止 させ る力を もっ た 消費者ら の 存在が なけれ ば，パ フ ォ
ー

マ ン ス の

審査 ・公開が行われ る と して も形骸化 した もの に な っ て し ま う可能性が ある 。 逆 に 言 えば，そ の

よ うな条件の 下で の パ フ ォ
ー

マ ン ス の 審査 ・公開 とい う方向へ の 制度変革は 意味を持 っ て くる と

考えられる 。

注

（1）環境配慮と経済合理 性 の 両 立 を 目指す経営 と され て い る が，明 確 な 概念は 成 立 し て い ない
。 長 岡 正

　 （2002） は，r持続 可 能 な発展 を 念頭 に お い て，環境 に 配慮し な が ら収益追求 を 行 う企業行動が環境経

　 営 」，後藤俊彦 （2002） は ，「企 業が 事業活動を とお し て 持続可能な社会の 構築に貢献 し，持続可能 な 社

　 会で 必 要 と され る 製品 ・
サ
ービス を 提供す る こ と を 使命 と し，そ の 使命 を 遂 行で きる 仕組み を 組み 込 ん

　 だ 経営 」 とい う環境格付け機構 の 定義を紹介 し て い る 。 経済産業省 （2003＞ 『環境立 国宣言
一

環境 と

　 両 立 し た 企 業経営 と 環境 ビ ジ ネ ス の あ り方』 で は，「環 境 と経 済 の 両 立 （環境経営）」 と い っ た 使 い 方 を

　 行 っ て い る。

（2）本稿で は 舩橋 （1998）に 従い ，市場 シ ス テ ム お よ び 政策を通 して 市場 の 経済活動 に か か わ る 行政機関

　 な ど の 総体を指す。

（3） 1992年 1 月に イ ギ リ ス の 規格協会が策定 した 規格 で，ISO14001の ベ ース とな っ て お り共通性 が 多 い 。

　 Iso14001 の 発行を 受け，国 際撹格 と国 内 （イ ギ リ ス ） 規 格 の 二 重 化 に よ る 混乱 を避け る た め ，　 BS7750

　 は 廃 「ヒされた 。

（4） 1995年発効 の EU の 環境管理 ・監査規則 （Eco−Management 　and 　Audit　Scheme）。 環境パ フ ォ
ー

マ

　 ン ス とそ の 継続的 改善を 評価 し，方針 や パ フ ォ
ー

マ ン ス を 環境声 明 書 （公 認 環 境 検証 人 の 承 認 ） で 公 表

　 す る義務が あ る 。

（5） 1997年度よ り 日 本経済新聞社が 実施。有力企 業 を 対象 に 質問 紙郵送 形式 で 行わ れ，各 質問項 目に 配

　 点 し偏差値に 換算 した上 で 総合ス コ ァ を算出す る 壬法で行っ て い る。ア ン ケ
ー

ト圃答者 の 主 観に 左右 さ

　 れ 易い とい う問題点 もあ るが ，現在もっ と も影響力の あ る格付け評価 の
一・

つ とされて い る。

（6）電気電子機器 に 含 まれ る特有有害物質の 使用制限に 関す る EU 指令 （Restriction　of　the　use 　of　cer −

　 tain　Hazardous 　Substances 　in　electrical 　and 　electronic 　equipment ），2006年 7月以降市場 に 出す 電

　 気電
．r一機器に は 6物質 （鉛，水 銀，カ ド ミ ウ ム，6価 ク 卩 ム ，ポ リ塩化 ビ フ ェ ニ ル ，ポ リ臭化 ジ フ ェ ニ

　 ル エ ー
テ ル ）の 非含有 を 保証す る。

（7） 1999年策定。製品の ラ イ フ サ イ ク ル 全体 に わ た っ て 8項 目 （減量 化，長寿命化，再資源化，易分解

　 性，易処 理性，環境保全性，省 エ ネ性．情報提供） に つ い て 評価を行 っ て い る。

（8）ISO 規挌 （ISO14020 台）で は 「環境 ラ ベ ル 」 を 3 タ イ プ に 分類 して お り，企 業 の 要請 に 応 じ て 第 三

　 者機関が 審査 ・認証す る もの （タ イ プ 1），企業独自の 基準で 審査し 自己宣 爵す る もの （タ イ プ H），環

　 境負荷 デ ー
タ を 定量的 に 表示 す る環撞情報表示 （タ イ プ 皿）が あ る。

（9）区分け され た 商品 カ テ ゴ リ ー内 で 最 も低 消費電力 の 商品を ト ッ プ ラ ン ナ ーと し，
一
定期間内で すべ て

　 の 商品 に対 し て，こ の トッ プ ラ ン ナ
ーよ りもさ らに

一
定 の 割合以上 に 低消費電力化す る こ とを 求 め る も

　 の 。

（10）資源 の 投入 量 当た りの 則
．・

サ
ービス の 生産量を求め る もの で ，（製品 ・サ

ービ ス の 価値／投 入 資源 量 ）

’

の 数式で 表 され る。企業 レ ベ ル で 使用 さ れ て い る資源生産性指標 に は 企業独 自の 定義づ けに よ る もの が

　 種 々 あ る。
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            Environmental  Management  System

        in Corporate  Environmental  Management  :

The  Case  of  a  Company  Division, a  General  Electrical Mhnufacturer
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              School of Policy Science

                 IIosei University

2-15-2 Ichigayatamaehi,  Shinjuku-ku, Tokyo, 162'0843 JAPAN

   In recent  years, many  companies  have had  their environmental  management  systems

(EMSs) certified  in accordance  with  ISO14001. This study  attempts  to clarify  how  EMS

fulfills its functions in actual  corporate  environmental  management,  and  in particular,
the meehanism  by which  EMS  functions, A  company  is a  subject  ef  the economic  sys-

tem, and  $imultaneously,  it is also  a  system  in ifself, comprising  various  strata  from
top management  to the rank-and-file  employees.  To  clarify  the  distinctive features of

EMS  as  a  management  tool for corporate  environmental  management,  as  well  as  the

mechanism  by which  it functions, it is necessary  to  clarify  the factorial relationships.

Therefore, this paper  examines  these issues by dividing the study  into frameworks  of

three levels from the viewpoint  of  system  and  subject.  In framework  Othe distinctive
features of  a  corporate  EMS  and,  against  this background, the factors which  control  the

decision-making and  actions  of  subjects  (i,e,, organizational  strata)  are  examined.  In

framework @  the effect  of  the interaction between  an  audit  client  company  and  a certifi-

cation/registration  organization  on  the  company's  EMS  under  ISO14001  as  an  institution

is investigated. In framework @the relationship  between  corporate  environmental  man-

agement  strategy  and  corporate  cognition,  with  regard  to other  subjects  in the economic
system,  is considered.

   The  following conclusions  were  obtained  from interviews and  a  questionnaire survey

conducted  in E Division (manufacturing information equipment,  approximately  2200 em-

ployees)  of  A  Company  (a general  electrical  manufacturer)  and  an  ISO14001 certification

organization  (J Organization). The  EMS  in E Division is distinguished by  the  prioritizing
of  environmental  efforts  which  lend to cost  saving  and  the developing of  image-conscious
`green

 products'.  These activities  reflect  a  lock-step and  image-conscious strategy  in

corporate  environmental  management  based on  the top management's  perception that

the environmental  market  is still uncertain  and  immature. Another  distinction of  EMS  in
E Division is an  operational  efficiency-oriented  system,  reflected  in the  setting  of  low

level targets and  partial  employee  participation,  Such  operation  of  EMS  reduces  rank-

and-file  employees  to the sidelines  and  leads to their acceptance  ef  the status  quo.  Be
cause  ISO14001 prescribes  the auditing  of  the system  and  not  the  performance  of  EMS,

and  furthermore, certification  organizations  compete  for clients,  they tend to cater  to

the client's wishes  and  accept  operational  efficiency-oriented  EMS  in auditing.

   Finally, this paper  presents  some  personal  suggestions  on  the operation  of  EMS  and

ISO14001  as  an  institution,
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